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どの会場でも

参加できます

赤が班長　緑が副班長

平成30年

１月26日（金）午後７時～
会　場：
 
出席者：
（１班）

会　場：
 
出席者：

北房文化センター

柿本健治　福井荘助
柴田正志　庄司史郎
妹尾智之　原　秀樹

（２班）

会　場：
 
出席者：

関コミュニティハウス
　
古南源二　中元唯資
緒形　尚　河部辰夫
谷本彰良　築澤敏夫

（３班）

会　場：
 
出席者：

月田公民館

竹原茂三　氏平篤正
岩本壯八　大月説子
岡﨑陽輔　長尾　修

（４班）

平成30年

１月27日（土）午後７時～
会　場：
 
出席者：

勝山文化センター

同左
（１班）

会　場：
 
出席者：

古見ふれあいの館

柿本健治　福井荘助
柴田正志　庄司史郎
妹尾智之　原　秀樹

（２班）

会　場：
 
出席者：

川上コミュニティセンター

同左
（３班）

会　場：
 
出席者：

鹿田公民館

竹原茂三　氏平篤正
岩本壯八　大月説子
岡﨑陽輔　長尾　修

（４班）

平成30年

１月28日（日）午後２時～
会　場：
 
出席者：
（１班）

会　場：
 
出席者：

富原公民館
　
同左

（２班）

会　場：
 
出席者：

高仙の里よの
            なつつばき
古南源二　中元唯資
緒形　尚　河部辰夫
谷本彰良　築澤敏夫

（３班）

会　場：
 
出席者：

蒜山振興局

同左
（４班）
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不
正
使
用
で
テ
レ
ビ
で
話
題
に

な
っ
た
議
員
の
政
務
活
動
費
。

　
真
庭
市
議
会
で
は
、月
額
３
万

円（
年
額
36
万
円
）の
政
務
活
動

費
が
年
度
初
め
の
４
月
に
一
括
交

付
さ
れ
、年
度
末
に
精
算
し
、残

額
を
市
に
返
金
し
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
議
員
が
、研
修

会
や
先
進
地
な
ど
へ
の
調
査
研
究

を
目
的
に
使
う
費
用
で
、交
通

費
・
宿
泊
費
は
支
給
さ
れ
ま
す

が
、飲
食
費
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
真
庭
市
議
会
で
は
１
円
以
上
、

全
て
の
領
収
書
の
提
出
を
求
め
て

お
り
、11
月
１
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か
ら
岡
山
県
の
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ッ
プ
を
切
っ
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収
支
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告
書
と

添
付
の
領
収
書
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察
等
の
届
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・

報
告
書
の
公
開
を
始
め
ま
し
た
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■外国人とも交流が深められるような街にしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ・Ｎ
■小学校や中学校、高校の教育に関わる資金を
　増やす。　Ｓ・Ｍ
■地域の人みんなと交流して、いろいろなこと
　を知りたい。　Ｔ・Ｉ
■イベントなど老若男女問わず参加できるもの
　を開催する。　Ｙ・Ｎ
■中・高校生に海外に行く機会を増やすこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ・Ｉ
■若者が住みたいと思う、自然豊かな街づくり！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ・Ｈ
■地域の人の意見を聞き、ベストな方法で解決
　できる。　Ｍ・Ｙ
■地域の人みんなが不自由なく過ごせるように
　したい。　Ｔ・Ｋ
■バイオマス発電を発展させ、日本の主な発電
　をこれにする。　Ｄ・Ｋ
■議員になったらお店を増やして観光客がいっ
　ぱい来るようにしたい。　Ｍ・Ｏ

■公共施設を整備し、老若男女が安心できる街
　にしたい。　Ｔ・Ｍ
■非正規雇用問題を改善させ、よりよい社会を
　めざしたい。　Ｋ・Ｆ
■クリーン活動を積極的に行い、環境のいい街
　にしたい。　Ｙ・Ｎ
■みんなが安心して住める楽しいまち。　Ｙ・Ｎ

■真庭市民が真庭市のことを深く知るきっかけ
　となる企画をしたい。　Ｍ・Ｔ
■真庭市の木の多さを生かしたアスレチックを
　つくりたい。　Ｋ・Ｔ
■莫大な費用をかけて、めちゃくちゃ規模の大
　きい音楽フェスをする。　Ｓ・Ｇ
■みんなが自分から挨拶をするような、笑顔あ
　ふれる真庭市にしたい。　Ｍ・Ｋ
■犬と遊べる公園やドッグランがある市にしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ・Ｗ
■公園などの、地域の人たち全員が利用できる
　公共の場を設けたい。　Ｈ・Ｉ

■シティープロモーションをして、真庭市を有
　名にさせる。　Ｔ・Ｍ
■真庭市から、ポイ捨てされたゴミを減らしたい。
　Ｆ・Ｍ
■除雪の予算を増やしたり、福祉施設を充実さ
　せたい。真庭市の予算ＵＰ。　Ｍ・Ｉ
■真庭の古い文化なども残しつつ、発展させたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ・Ｕ
■保育施設を増やし、県内だけでなく県外から
　も受け入れるようにする。　Ｙ・Ｋ
■一度県外に出た人が真庭市に戻ってきたいと
　思える市にしたい。　Ｎ・Ｙ
■蒜山を都市化させないようにしたい。　Ｅ・Ｉ

■各地域の観光スポットを前面に押し出す政策
　を作る。　Ｙ・Ｓ
■祭りやフリーマーケットなどを大きく取り上
　げて活性化させたい。　Ｒ・Ｏ
■どこにいても木の香りがし、鳥の声がきこえ
　る街にしたい。　Ｋ・Ｋ

50号だから高校生50人に聞きました

議員になったら やってみたいこと
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2
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2



■外国人とも交流が深められるような街にしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ・Ｎ
■小学校や中学校、高校の教育に関わる資金を
　増やす。　Ｓ・Ｍ
■地域の人みんなと交流して、いろいろなこと
　を知りたい。　Ｔ・Ｉ
■イベントなど老若男女問わず参加できるもの
　を開催する。　Ｙ・Ｎ
■中・高校生に海外に行く機会を増やすこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ・Ｉ
■若者が住みたいと思う、自然豊かな街づくり！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ・Ｈ
■地域の人の意見を聞き、ベストな方法で解決
　できる。　Ｍ・Ｙ
■地域の人みんなが不自由なく過ごせるように
　したい。　Ｔ・Ｋ
■バイオマス発電を発展させ、日本の主な発電
　をこれにする。　Ｄ・Ｋ
■議員になったらお店を増やして観光客がいっ
　ぱい来るようにしたい。　Ｍ・Ｏ

■公共施設を整備し、老若男女が安心できる街
　にしたい。　Ｔ・Ｍ
■非正規雇用問題を改善させ、よりよい社会を
　めざしたい。　Ｋ・Ｆ
■クリーン活動を積極的に行い、環境のいい街
　にしたい。　Ｙ・Ｎ
■みんなが安心して住める楽しいまち。　Ｙ・Ｎ

■真庭市民が真庭市のことを深く知るきっかけ
　となる企画をしたい。　Ｍ・Ｔ
■真庭市の木の多さを生かしたアスレチックを
　つくりたい。　Ｋ・Ｔ
■莫大な費用をかけて、めちゃくちゃ規模の大
　きい音楽フェスをする。　Ｓ・Ｇ
■みんなが自分から挨拶をするような、笑顔あ
　ふれる真庭市にしたい。　Ｍ・Ｋ
■犬と遊べる公園やドッグランがある市にしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ・Ｗ
■公園などの、地域の人たち全員が利用できる
　公共の場を設けたい。　Ｈ・Ｉ

■シティープロモーションをして、真庭市を有
　名にさせる。　Ｔ・Ｍ
■真庭市から、ポイ捨てされたゴミを減らしたい。
　Ｆ・Ｍ
■除雪の予算を増やしたり、福祉施設を充実さ
　せたい。真庭市の予算ＵＰ。　Ｍ・Ｉ
■真庭の古い文化なども残しつつ、発展させたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ・Ｕ
■保育施設を増やし、県内だけでなく県外から
　も受け入れるようにする。　Ｙ・Ｋ
■一度県外に出た人が真庭市に戻ってきたいと
　思える市にしたい。　Ｎ・Ｙ
■蒜山を都市化させないようにしたい。　Ｅ・Ｉ

■各地域の観光スポットを前面に押し出す政策
　を作る。　Ｙ・Ｓ
■祭りやフリーマーケットなどを大きく取り上
　げて活性化させたい。　Ｒ・Ｏ
■どこにいても木の香りがし、鳥の声がきこえ
　る街にしたい。　Ｋ・Ｋ
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50号だから
高校生50人に

聞きました

高校生の皆さん、
ご協力ありがとうございました

■持続可能な森林でバイオマスの活用が促進
　された地域にしたい。　Ｋ・Ｅ
■様々な世代の方との交流で、伝統や文化に
　ついて学べる街にしたい。　Ｈ・Ｈ
■年々減少している畜産農家を盛り上げてい 
　きたい。　Ｈ・Ｉ
■美術や音楽の学習や発表ができる環境が
　整った市になれば良い。　Ｎ・Ｍ
■勝山や久世の商店街のお店が増えてもっと
　にぎやかになってほしい。　Ｙ・Ｏ
■国際交流がたくさんできて、異文化を分か
　ち合える街にしたい。　Ａ・Ｎ
■街灯をもう少し増やしてほしい。　Ｔ・Ｓ

■若者がもっと気軽に遊べる場所を増やして
　ほしい。　Ｔ・Ｍ
■人が集まるよう、遊園地やショッピングモー
　ルを誘致したい。　Ｍ・Ｋ
■高齢者から若者まで住みよい施設が充実し
　た街にしたい。　Ｓ・Ｓ

■木質バイオマス発電所をもう１基つくりたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ・Ｍ
■若者の新鮮な意見を取り入れつつ、今ある
　真庭を盛り上げる。　Ｍ・Ｕ
■農家に優しい真庭市をめざす。　Ｈ・Ｉ

■学校全て無償。才能があってもお金がなけ
　れば才能が発揮できない。　Ｒ・Ｍ
■真庭市以外の市との連携・交流の政策を進
　めたい。　Ｔ・Ｎ
■自然で遊べる場所をつくる。　Ｍ・Ｏ

■真庭市を全国にＰＲして観光客を増やしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ・Ａ
■真庭のおいしい食材を使って料理やお菓子
　を作って広めたい。　Ｍ・Ｓ
■夕方のバスと汽車の運行本数を増やす。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ・Ｍ
■交通事故を減らすためにカーブミラーを設
　置してほしい。　Ｍ・Ｊ

勝山高等学校　 24人
同　蒜山校地　   6人
真庭高等学校
　　久世校地 　10人
　　落合校地 　10人

高校生50人

50号だから高校生50人に  聞きました

議員になったら やっ てみたいこと
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50号だから高校生50人に  聞きました

議員になったら やっ てみたいこと

50号企画

　

『
新
市
誕
生
か
ら
５
か
月
、
よ
う

や
く「
議
会
だ
よ
り
」
創
刊
号
の
発

行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
申
し

上
げ
る
ま
で
も
な
く
議
会
の
広
報

は
、
単
な
る
情
報
の
公
開
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
架
け
橋
の
役
目
を

も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。』

と
、

平
成
17
年
５
月
１
日
の
№
１
号
の

編
集
後
記
に
あ
り
ま
す
。
金
谷
光
二

委
員
長
の
も
と
12
人
の
編
集
委
員
で

28
ペ
ー
ジ
・
２
色
刷
り
の
議
会
だ
よ

り
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
13
年
、
第
50
号
の
発
行

で
す
。「
50
号
企
画
と
し
て
、50
号
だ

か
ら
高
校
生
50
人
に
聞
き
ま
し
た
」

を
特
集
し
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た

か
。
レ
イ
ア
ウ
ト
は
日
本
広
報
協
会

か
ら
直
接
ご
指
導
い
た
だ
き
、
議
会

か
ら
の
報
告
だ
け
で
な
く
、
市
民
目

線
で
知
っ
て
得
す
る
紙
面
と
な
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

　

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

　

  

願
い
し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
50
号

第１～３号
◎金谷光二　○福井孝行　　森田一文　河部辰夫

　伊東恭一　　小河原靖弘　長尾泰行　加藤大悟

　古南源二　　草地秀育　　長尾政則　小田康文

第４～８号
◎草地秀育　○福井孝行　森田一文　　金谷光二

　河部辰夫　　伊東恭一　小河原靖弘　長尾泰行

　加藤大悟　　古南源二　長尾政則　　小田康文

第９～１５号
◎福井孝行　○小田康文　谷口宗一　森田一文

　遠藤正明　　妹尾素男　奥田一雄　西村　宏

　宮田精一　　加藤大悟　岡﨑陽輔　井藤文仁

第１６～２３号
◎築澤敏夫　○岩本壯八　氏平篤正　妹尾智之

　長尾　修　　中元唯資

第２４～３１号
◎築澤敏夫　○氏平篤正　妹尾智之　福井荘助

　福島一則　　宮田精一

第３２～３９号
◎氏平篤正　○原　秀樹　入澤廣成　緒形　尚

　草地秀育　　福島一則

第４０～４７号
◎原　秀樹　○緒形　尚　池田文治　柿本健治

　妹尾　曻　　初本　勝

第４８号～
◎緒形　尚　○氏平篤正　古南源二　柴田正志

　庄司史郎　　原　秀樹

議会広報編集特別委員 歴代メンバー ◎委員長　○副委員長
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美
川
学
区
に
お
け
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
始
等
に
伴
う

施
設
改
修
経
費
等
と
し
て
４
９

７
万
１
千
円
を
計
上
。
バ
イ
オ

液
肥
を
活
用
し
た
中
山
間
地
域

低
コ
ス
ト
農
業
モ
デ
ル
確
立
事

業
と
し
て
１
千
万
円
を
計
上
。

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
の
萱か

や
ぶ
き葺

民
家

火
災
箇
所
の
復
旧
工
事
に
係
る

経
費
と
し
て
３
２
４
万
円
を
計

上
。
就
学
援
助
費
支
給
事
業
と

し
て
５
９
５
万
６
千
円
、
久
世

こ
ど
も
園
へ
の
給
食
配
送
開
始

に
伴
う
遷
喬
学
校
給
食
共
同
調

理
場
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
経

費
と
し
て
２
，
１
８
３
万
９
千

円
を
計
上
。
真
庭
市
情
報
化
施

設
整
備
基
金
積
立
金
２
，
１
１

０
万
９
千
円
を
減
額
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行

に
要
す
る
経
費
と
し
て
２
，
９

８
２
万
２
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

原
案
可
決

福
祉
・
教
育･

土
木･

衛
生
な
ど
、
市
の
基
本
的
施
策
を
実

施
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
会
計
。
歳
入
に
は
、市
税
・

地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
等
が
あ
る
。
全
市
民
が
対
象
。

特
定
の
事
業
・
資
金
な
ど
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
か
ら
区
分

し
て
そ
の
収
支
を
別
個
に
経
理
す
る
た
め
の
会
計
。
特
定
の

事
業
を
行
う
。

①
国
民
健
康
保
険
、
②
後
期
高
齢
者
医
療
、
③
介
護
保
険
、

④
介
護
保
険
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）、
⑤
簡
易
水
道

事
業
、
⑥
浄
化
槽
事
業
、
⑦
津
黒
高
原
観
光
事
業
、
⑧
ク
リ

エ
イ
ト
菅
谷
事
業
、
⑨
温
泉
事
業
の
９
会
計
。

地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企
業
で
あ
り
地
方
公
営
企
業

法
が
適
用
さ
れ
る
会
計
。
民
間
企
業
と
同
様
。

①
農
業
共
済
事
業
、
②
水
道
事
業
、
③
下
水
道
事
業
、
④
国

民
健
康
保
険
湯
原
温
泉
病
院
事
業
の
４
会
計
。

平成29年９月第４回真庭市議会９ 会期9月8日 9月29日～

を可決しました。
1億7,183万9千円

平成２９年度　9月補正予算額

補正後予算総額

５４６億２,６９１万３千円５４６億２,６９１万３千円
対 前 年 比

１６億４,２４７万９千円(３.１％)の増１６億４,２４７万９千円(３.１％)の増

月定例会月定例会

一般会計
特別会計

公営企業会計

６,５１２万２千円
１億６５９万円
１２万７千円

３２９億７,４３８万１千円
１４２億９,４７７万円

７３億５,７７６万２千円

２.５％増
０.５％減
１４.０％増

９月補正額 対前年比補正後予算額

【主な内容】今回の一般質問は13人。
・特に緊急を要する事務事業等の補正予算６件を可決。決算15件を認定。

・指定管理者の指定など議案14件を可決。陳情１件を採択、１件を不採択。

ANIWAM
IKAIG

一般
会計

特別
会計

企業
会計

会
計
の
区
分
　
用
語
の
説
明

衆
議
院
選
挙
に

２
，９
８
２
万
円

一
般
会
計 

補
正
予
算 

主
な
歳
出

66



い
る
。
団
員
は
常
に
募
集
し
て

お
り
、
増
え
た
ら
直
ち
に
定
数

も
増
や
す
。

　

真
庭
市
地
域
情
報
化
施
設
で

あ
る
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公

益
財
団
法
人
真
庭
エ
ス
パ
ス
文

化
振
興
財
団
が
決
定
し
ま
し

た
。（
総
務
常
任
委
員
会
所
管
）

　

ま
た
、
真
庭
市
久
世
エ
ス
パ

ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

も
同
財
団
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
）

　

ど
ち
ら
も
公
募
に
対
し
応
募

し
た
団
体
は
一
団
体
の
み
で
あ

り
、
５
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

た
真
庭
市
指
定
管
理
者
選
定
審

議
会
で
審
査
し
た
結
果
、
妥
当

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間
、
引
き
続
き
エ
ス
パ
ス

同
財
団
へ
任
せ
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

２
，
８
０
０
人
だ
っ
た
定
数

を
150
人
減
ら
し
て
、
消
防
団
員

数
を
２
，
６
５
０
人
に
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
現
状
の
数
字
に
よ

り
近
づ
け
た
も
の
で
、
定
数
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
消
防
団

員
退
職
報
酬
負
担
金
、
事
務
費

負
担
金
な
ど
が
94
万
円
削
減
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、寄
附
金
を
寄
付
金
へ
変

え
る
な
ど
、
条
例
の
文
言
を
今
の

法
律
用
語
に
統
一
し
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
が
増
え

た
り
、
地
域
を
守
る
団
員

が
増
え
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？

消
防
団
と
団
員
状
況
に

合
わ
せ
る
と
約
束
し
て

エ
ス
パ
ス
振
興
財
団
の
理

事
長
が
、
池
町
誠
二
氏
か

ら
澁
澤
壽
一
氏
に
代
わ
っ
た
。
新

し
い
理
事
長
は
東
京
の
人
だ
が
、

緊
急
時
に
対
応
で
き
る
の
か
。

７
月
４
日
の
理
事
会
で

変
更
し
た
。
東
京
か
ら
は

２
時
間
も
あ
れ
ば
来
ら
れ
る
の

で
問
題
は
な
い
。
澁
澤
氏
は
中

和
の「
な
り
わ
い
塾
」
の

塾
長
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
真
庭
市
と
関

わ
り
の
あ
る
人
で
あ
る

の
で
、
連
絡
や
情
報
共

有
は
可
能
で
あ
る
。

エ
ス
パ
ス
は
、
真

庭
市
の
文
化
振

興
財
団
だ
が
、
真
庭
市

全
体
の
文
化
振
興
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
？

文
化
の
薫
り
豊

か
な
潤
い
と
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
創

造
と
発
展
に
寄
与
す
る

と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、

今
後
は
真
庭
市
全
体
の

文
化
振
興
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

消
防
団
員
の
定
数
が

２
，８
０
０
人
か
ら
２
，６
５
０
人
に

原
案
可
決

エスパスエントランス　エスパスとは仏語で空間という意味

整列　久世方面隊第１分団第１部

旧遷喬小は静、エスパスは動、躍動する塊をイメージ

ま
し
た
。

主な

議決
内容

指
定
管
理
者
は

エ
ス
パ
ス
文
化
振
興
財
団

地域を守る地域を守る地域を守る

消防団員を
募集

Q：Question=問　A：Answer=答

問市役所３階・危機管理課 ℡（０８６７）42―１１２６
（写真は久世中学校のいきいき出前講座から）

AA QQ

A Q
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本
施
設
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
、
指
定
管
理
者
の
受
け
手

が
な
く
、
閉
鎖
状
態
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。施
設
周
辺
で
は
、
民

間
に
よ
る
郷
土
料
理
の
提
供
や

交
流
が
行
わ
れ
、
本
施
設
の
設

置
目
的
が
代
替
的
に
果
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、公
の
施
設
と

し
て
は
用
途
廃
止
し
ま
し
た
。

蒜
山
山
菜
そ
ば

茶
屋
条
例
を
廃
止

８
施
設
の
指
定

管
理
者
を
決
定

陳
情

契
約

●
川
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
川

上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
川

上
保
健
セ
ン
タ
ー
・
八
束
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
中
和
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

社
会
福
祉
法
人
真
庭
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
し
ま
し
た
。

●
佐
引
中
・
溝
ケ
乢
地
区
飲
用
水

供
給
施
設
の
指
定
管
理
者
に
佐

引
水
道
組
合
を
指
定
し
ま
し
た
。

●
杉
成
地
区
飲
用
水
供
給
施
設

の
指
定
管
理
者
に
杉
成
水
道
組

合
を
指
定
し
ま
し
た
。

●
本
郷
宮
木
地
区
飲
用
水
供
給

施
設
の
指
定
管
理
者
に
本
郷
・
宮

木
水
道
組
合
を
指
定
し
ま
し
た
。

●
採
択
さ
れ
た
陳
情
（
計
画
的

な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す

る
こ
と
。
教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元

す
る
こ
と
を
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
提
出
）

●
不
採
択
の
陳
情（
欧
米
で
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
る
経
営
を
下

支
え
す
る
政
策
を
確
立
し
生
産

費
を
つ
ぐ
な
う
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
を
復
活
さ
せ
、
国
民

の
食
糧
と
地
域
経
済
、
環
境
と
国

土
を
守
る
こ
と
を
国
の
関
係
機

関
へ
意
見
書
提
出
）

　

▼
陳
情
採
択
に
賛
成
し
た
議

員
：
福
島
一
則
、
柿
本
健
治
、
岡

﨑
陽
輔
、原
秀
樹

　

▼
賛
成
し
な
か
っ
た
議
員
：

　

行
政
告
知
放
送
整
備
工
事
を

８
億
６
，
２
９
２
万
円
で
、
岡
山

市
の（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド

テ
ク
ノ
中
国
支
店
岡
山
営
業
所

（
森
聖
史
所
長
）
と
工
事
請
負
契

約
を
締
結
。
予
定
価
格
が
１
億

５
，
０
０
０
万
円
を
超
す
の
で
議

会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委

員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
議
会
だ
よ
り
の
紙

面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議

員
の
生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
会
中
に
真
庭
市
役
所
４
階

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入

り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご

記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま

す
。
傍
聴
席
は
30
席
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真

庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
で
生
中
継

さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
の
発
言
の

際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映
り

込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

６月16日の議場の傍聴席は満席で追加のイスを出しました

廃止された蒜山山菜そば茶屋

氏
平
篤
正
、
山
本
久
惠
、
妹
尾
智

之
、
岩
本
壯
八
、
竹
原
茂
三
、
柴
田

正
志
、
緒
形
尚
、
中
元
唯
資
、
初
本

勝
、
大
月
説
子
、
庄
司
史
郎
、
入
澤

廣
成
、福
井
荘
助
、中
尾
哲
雄
、古

南
源
二
、
築
澤
敏
夫
、
河
部
辰
夫
、

小
田
康
文
、谷
本
彰
良　
　

　
　
　
　
　
　

※ 

議
席
番
号
順

●
継
続
審
査
の
陳
情（
全
国
森
林

環
境
税
創
設
の
意
見
書
採
択
）
に

関
す
る
陳
情

主な

議決
内容
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一般会計と特別会計の決算状況
　平成28年度一般会計及び特別

会計を合わせた決算額は、歳入

総額は496億8,523万5,564円、歳

出総額は476億3,567万1,805円

であり、歳入歳出差引額は20億

4,956万 3,759円でした。一般会

計特別会計、企業会計決算15件

はいずれも認定すべきものと

認めました。

監査委員の報告から
　実質公債費等は改善傾向だ

が、交付税の減額で厳しさが増

している。

　財政力指数は 0.307で、前年

度に比べわずかに低下しまし

た。実質公債費比率については

8.8％で0.4ポイント、起債制限

決 算
     財政力指数

　地方公共団体の財政上の能力を
示すもの。数値が１に近いほど財政
力が強い団体であるといえる。

経常収支比率
　財政構造の弾力性を示すもの。こ
の比率が大きいほど財政の硬直化
が進んでいるとされ、85％以下が望
ましいとされる。

実質公債費比率
　一般会計が負担する元利償還金及び
準元利償還金の標準財政規模に対する
比率。25％以上になると早期健全化団
体、35％以上になると財政再生団体と
なる。

起債制限比率
　公債費比率に一部補正を加えた比
率。過去３年度平均で 15％を超えてい
る団体は、特に地方債の管理に配慮す
る必要があるとされている。

比率は 4.6％で 0.5ポイントそ

れぞれ低下し改善傾向にある。

反面、経常収支比率は普通交

付税の段階的縮減措置の影響

を受け、87.4％で、前年度と比

較して 4.3ポイント低下しまし

た。これらのことから、平成 28

年度の財政状況は、前年度に比

べやや厳しさが増している状

況になりつつあると言えます。

　決算審査特別委員会は、９月15日の本会議で付託された平成28年度

真庭市一般会計決算認定ほか、特別会計、企業会計、計15件を、９月21

日、22日に審査しました。その概要と、本会議で監査委員から報告が

あった財政状況の内容をお知らせします。

一般会計歳出決算額 319億8,475万円 13億３，３３５万円の黒字
特別会計歳出決算額 156億5,092万円   7億１，６２１万円の黒字

議場▶

真庭産材をふんだんに使った真庭火葬場　10月１日から利用しています

委
員
長　

…
竹
原
茂
三

副
委
員
長
…
柴
田
正
志

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

起債制限比率

0.307

87.4％

8.8％

4.6％

１３位

３位

６位

４位

区　分 順　位平成28年度
(県内15市中）

普通会計における財政分析の状況

平成28年度 歳出決算額の一覧表

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護保険

(介護サービス事業)

簡易水道事業

浄化槽事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

津黒高原観光事業

クリエイト菅谷事業

温泉事業　

319億8,475万753円 

59億0,535万4,440円

7億1,403万9,821円

57億3,563万1,804円

4,249万1,407円

9億7,046万9,234円

1億1,839万4,913円

4億8,503万2,534円

15億2,877万0,918円

 2,937万8,894円

646万5,116円

1億1,489万1,971円

特 

別 

会 

計

区　分 歳出決算額
一 般 会 計

9
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８
月
21
日
に
自
主
防
災
組
織
と
の
意

見
交
換
を
、
６
月
22
日
、
７
月
３
日
、
７

日
及
び
８
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
と
の
意
見
交
換
会

　

市
内
す
べ
て
の
自
主
防
災
組
織
を
介

し
て
意
見
交
換
会
を
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
今
回
は
各
地
区
か
ら
組
織

数
の
多
い
団
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
参

加
可
能
な
９
団
体
か
ら
総
勢
11
名
が
参

加
さ
れ
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

活
動
、
組
織
で
力
を
入
れ
て
い
る
点
、
組

織
の
中
で
困
っ
て
い
る
点
、
防
災
マ
ッ

プ
の
こ
と
、
防
災
士
の
こ
と
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

で
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

後
、
交
通
事
故
を
想
定
し
た
消
火
活
動

と
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自

動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
を
装
着
、
ビ
デ

オ
喉
頭
鏡
で
挿
管
し
、
ル
ー
ト
の
確
保

と
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
投
与
す
る
な
ど
の

訓
練
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
庭
・
津
山
・
美
作
の
３
消
防

本
部
を
１
つ
に
集
約
し
た
美
作
地
区
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
津
山
圏
域
消
防
組

合
消
防
本
部
内
）
で
は
、
緊
急
車
両
の

活
動
状
況
な
ど
、
指
令
業
務
で
必
要
な

各
種
情
報
を
大
型
画
面
で
表
示
し
、
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
指
令
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
事
業
実
績
報
告
・
モ
ニ
タ

　

リ
ン
グ
結
果
報
告

　

報
告
で
特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、
経
営

改
善
努
力
・
収
益
増
・
接
客
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
質
の
高
さ
を
評
価
し
、
㈱
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
蒜
山
を
Ａ
評
価
。
地
域
へ

の
貢
献
度
・
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
・
集
客

力
を
評
価
し
、
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ン
㈲
を

Ａ
評
価
と
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。種

類
別
な
ど
経
営
手
法
等
の
横

連
絡
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
補
助

金
頼
み
の
経
営
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

収
益
が
上
が
る
施
設
と
管
理
し

て
い
く
施
設
と
指
定
管
理
の
形

態
が
違
う
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

意
見
を
参
考
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。
特
別
警
戒
区
域
の
調
査
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り

委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
も
あ
る
の
で

市
の
方
針
が
固
ま
っ
た
時
点
で
再
度
地

域
づ
く
り
委
員
会
に
説
明
す
る
。

■
指
令
の
現
場
を
視
察

　

真
庭
市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
待
機

室
・
車
庫
・
各
車
両
等
の
説
明
を
受
け
た

か
考
え
る
材
料
に
し
て
い
く
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

■
湯
原
振
興
局
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検

　

討
状
況

　

現
庁
舎
は
、
昭
和
26
年
に
小
学
校
と

し
て
建
て
ら
れ
、
昭
和
46
年
か
ら
旧
湯

原
町
役
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

老
朽
化
も
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
庁
舎
の
あ
り
方
や
整
備
に
つ
い
て

「
真
庭
市
公
共
施
設
見
直
し
指
針
」
や
、

先
般
策
定
さ
れ
た
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
等
に
沿
っ
て
検
討
し
て
お

り
、
基
本
的
な
考
え
方
は
既
存
施
設
を

利
活
用
し
、
施
設
の
複
合
化
・
集
約
化
と

し
、
検
討
委
員
会
・
作
業
部
会
を
組
織

し
、
検
討
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
・
拠
点
づ
く

り
の
観
点
、
土
砂
災
害
等
考
慮
し

た
上
で
の
位
置
づ
け
、
地
元
の
意
見
を
ど

の
よ
う
に
し
て
聞
い
て
い
く
の
か
。

今
あ
る
施
設
を
一
つ
に
し
て
の

拠
点
づ
く
り
は
難
し
い
と
考
え

委
員
会
開
催
内
容

《

総

合

政

策

部

》

《

振

興

局

》

《

消

防

本

部

》

119番緊急通報を受信する美作地区消防指令センター
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を
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

二
川
・
余
野
・
樫
邑
の
い
ず
れ
の
小
学

校
に
お
い
て
も
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
教

育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ

　

６
月
22
日
、
７
月
26
日
、
８
月
21
日

及
び
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担

当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

■
福
祉
向
上
を
目
指
し
て
意
見
交
換

　

８
月
21
日
の
委
員
会
で
は
、
福
祉
課

に
よ
る
事
前
研
修
と
「
ワ
ー
ク
プ
レ
イ

ス
ま
に
わ
」「
ド
ア
ー
ズ
落
合
工
場
」
の

現
地
視
察
に
よ
り
認
識
を
深
め
た
後
、

委
員
会
と
し
て
今
後
の
福
祉
向
上
に
向

け
た
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
、「
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
庭

地
域
自
立
支
援
協
議
会
11
名
の
方
々
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
地
域
の
将
来
と
学
校
の
あ
り
方
を
共

　

に
検
討
し
た
適
正
配
置
方
針
を

　

真
庭
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
中
に
極

小
規
模
校
の
適
正
配
置
に
関
す
る
方
針

説
明
を
追
加
し
て
わ
か
り
や
す

く
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
施
設

の
意
図
が
利
用
者
の
方
に
ご
理
解
い
だ

け
る
よ
う
葬
祭
業
者
の
方
に
も
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■
地
域
提
案
で
候
補
地
を
選
定

　

生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備
に
向
け

た
今
後
の
対
応
方
針
と
し
て
、
地
域
提

案
に
よ
る
候
補
地
選
定
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
液
肥
の
臭
気
等
周
辺
環
境
に

対
す
る
不
安
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、
地
域
提

案
を
受
け
、
農
業
振
興
・
地
域
振
興
策
を

地
域
と
共
に
練
っ
て
い
く
こ
と
で
地
域

の
不
安
も
和
ら
げ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、公
募
す
る
こ
と
に
し
た
。
10
月
か

ら
来
年
１
月
末
ま
で
募
集
を
行
い
、
選

定
委
員
会（
仮
称
）
に
よ
る
専
門
的
な
評

価
を
経
て
、
平
成
30
年
６
月
末
ま
で
に

候
補
地
を
選
定
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
。「

提
案
地
域
」
と「
周
辺
地
域
」
の

そ
れ
ぞ
れ
が
指
す
意
味
は
。「
提
案

地
域
」
に
は
振
興
策
や
支
援
策
が
あ
る

が「
周
辺
地
域
」
に
は
ど
う
な
の
か
。

「
周
辺
地
域
」
は
、
地
理
的
な
連

続
性
や
水
の
流
れ
・
車
の
流
れ
等

の
環
境
を
ふ
ま
え
て
判
断
す
る
も
の
で
、

関
連
イ
ン
フ
ラ
や
環
境
整
備
等
の
支
援

策
や
振
興
策
は
、必
要
で
あ
れ
ば
周
辺
地

域
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
学
校
長
へ
お

願
い
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
の
意
見
交
換
を

開
催
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
地
域
住
民
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
、
地
域
の
将
来
と
学
校
の
あ
り
方
を

共
に
検
討
し
、
一
定
の
方
向
性
を
出
す

よ
う
な
形
で
進
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
火
葬
場
利
用
案
内
は
市
民
に
伝
わ
り

　

や
す
い
も
の
に

　

10
月
か
ら
運
用
開
始
の
真
庭
火
葬
場

の
利
用
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
向
け
の「
利
用
案
内
」
の
案

が
提
示
さ
れ
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
広
く
市
民
に
周
知
す
る
ほ
か
、
葬

祭
ホ
ー
ル
職
員
へ
の
説
明
会
も
行
う
と

の
こ
と
で
し
た
。

「
利
用
案
内
」
の
う
ち
、
有
料
の
待

合
室
の
説
明
部
分
に
、
い
わ
ゆ
る

「
家
族
葬
」
が
で
き
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ

う
に「
家
族
で
の
お
別
れ
会
」と
い
っ
た
表

現
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

委
員
会
開
催
内
容

《

教
育
委
員
会
》

《

生
活
環
境
部
》

新たに設置されたバイオ液肥スタンド　落合総合センター
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７
月
26
日
に
観
光
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
会
を
、
６
月
23
日
、
７
月
12
日
及

び
８
月
24
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

■
観
光
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
施
策

等
に
生
か
す
た
め
、
観
光
関
係
団
体
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
真
庭
観
光
連
盟
の
宮

田
守
之
会
長
を
は
じ
め
、
蒜
山
・
湯
原
・

勝
山
・
北
房
の
各
観
光
協
会
の
代
表
者

ら
９
人
が
参
加
し
、
滞
在
型
観
光
の
促

進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
受
入

環
境
整
備
、
地
域
住
民
の
観
光
へ
の
参

画
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ

れ
た
後
、
情
報
発
信
窓
口
の
一
本
化
や

敬
遠
さ
れ
て
い
る
有
料
の
高
速
道
路
、

訪
日
外
国
人
向
け
の
無
料
公
衆
無
線
Ｌ

庭
産
木
材
の
森
林
認
証「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
」
を

促
進
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う

木
質
資
源
安
定
供
給
協
議
会
に
150
万
円

を
補
助
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
」
は
、
森
林
経
営
の
持
続

性
や
環
境
保
全
へ
の
配
慮
な
ど
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
森
林
を
認
証
し
、
認

証
さ
れ
た
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
る
木
材

を
分
別
し
て
表
示
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
に
選
択
的
な
購
入
を
促
す

仕
組
み
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
る
木
材
は
認

証
材
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
同
協
議

会
は
産
地
証
明
を
含
め
、
流
通
・
精
算

ま
で
の
情
報
を
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
効
率

的
に
管
理
で
き
る
仕
組
み
を
既
に
構
築

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
認
証
材
の
証

明
書
発
行
機
能
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
真
庭
産
材
を
認
証
材
と
し
て
出

荷
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

■
湯
原
温
泉
郷
と
し
て
計
画
見
直
し
へ

　

湯
原
振
興
局
か
ら
、
昭
和
31
年
度
に

策
定
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
国
民

保
養
温
泉
地
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
の

湯
原
温
泉
だ
け
で
な
く
、
下
湯
原
・
真

賀
、
足
温
泉
も
含
め
、
湯
原
温
泉
郷
と

し
て
、
平
成
29
年
度
中
に
見
直
す
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
温
泉
資
源
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
や
魅
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
公
共
下
水
道
接
続
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
人
も
お
り
、
汚
水
処
理

区
域
か
ら
外
れ
る
地
区
に
対
し
て
は
説
明

や
浄
化
槽
の
設
置
を
促
す
取
組
が
必
要
で

は
な
い
か
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
森
林
認
証
の
促
進
を
支
援

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
真

Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
） 

整
備
の
必
要
性
な

ど
の
課
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
高
い
観
光
分

野
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

今
後
も
委
員
会
と
し
て
議
論
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

■
下
水
道
の
処
理
区
域
を
縮
小

　

下
水
道
課
か
ら
、
下
水
道
事
業
の
現

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
真

庭
市
の
汚
水
処
理
普
及
率
は
平
成
28
年

度
末
で
81.9
％
、
水
洗
化
率
は
60.8
％
で
あ

る
。
下
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
な
ど
一
層
の
独
立
採
算
性
が

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
に
頼
る
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
人
口
減
少
な
ど
の
社
会

情
勢
や
財
政
状
況
に
応
じ
た
適
正
な
事

業
規
模
と
す
る
た
め
、
汚
水
処
理
区
域

を
縮
小
し
た
。
ま
た
、
計
画
区
域
内
で

あ
っ
て
も
、
接
続
意
思
の
あ
る
確
約
書

提
出
が
８
割
未
満
で
あ
れ
ば
工
事
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
も
決

算
状
況
等
を
見
な
が
ら
見
直
し
を
実
施

委
員
会
開
催
内
容

《

建

設

部

》

《

産
業
観
光
部
》

《

振

興

局

》

真庭市内の森林
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当
選
を
争
う
意
思
の
な
い
人

が
売
名
な
ど
の
理
由
で
無
責
任

な
立
候
補
を
防
ぐ
た
め
に
、
立

候
補
者
は
供
託
金
を
法
務
局
に

預
け
ま
す
。そ
の
額
は
、
真
庭
市

議
30
万
円
、
真
庭
市

長
100
万
円
、
岡
山
県

議
60
万
円
、
岡
山
県

知
事
300
万
円
、
衆
議

院
小
選
挙
区
300
万

円
、
比
例
代
表
600
万

円
、
参
議
院
選
挙
区

300
万
円
、
比
例
代
表

600
万
円
。

　

没
収
の
計
算
式
は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
4
月

の
真
庭
市
議
会
議
員
選
挙
で
は

107
票
で
し
た
。
こ
れ
以
上
の
票

を
取
る
と
供
託
金
は
返
っ
て
き

ま
す
。

日
時　

平
成
29
年

　
　
　

11
月
7
日（
火
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

会
場　

市
役
所
4
階

　
　

 　

委
員
会
室

内
容　

総
務
・
文
教
厚
生
・

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委

員
会
か
ら
出
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
員
間
で
、
政
策
立

案
に
向
け
討
論
を
行
う
。

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
書

く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

議
会
番
組
を
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で

政
策
討
論
会・・・

１
日

７
日

８
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

20
日

●

会
議
は
通
常
午
前
９
時

  

30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●

正
式
に
は
11
月
22
日
の

  

議
会
運
営
委
員
会
で
決      

　
定
し
ま
す
。

本
会
議（
開
会
、提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（
議
案
質
疑
、委
員
会
付
託
）

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、

　
　
　
　
　

採
決
、閉
会
）

　12月定例会の請願と陳情の受付は、

11月30日（木）までです。

来年３月定例会の締切は１月31日(水)、

　　６月定例会の締切は５月31日(木)、

　　９月定例会の締切は８月31日(金)まで

です。様式などの問い合わせは議会事務局

まにお願いします。ただし、土日祝祭日等の

市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は、議員の紹介は必要ありません。

　真庭市議会だよりの内容について、また

市議会や市役所に対してのご意見ご要望

をお寄せください。

　住所・氏名を明記してくださると、回答

することができます。

　郵便・ＦＡＸ・電子メール等で受け付け

ています。問い合わせは真庭市議会事務局

まで。

〒719-3292 真庭市久世2927-2

ＴＥＬ（0867）42-1272　ＦＡＸ（0867）42-1420
日 時：平成29年11月12日(日)

　　　 午後1時30分～

会 場：市役所4階・議場

主 催：（一社）真庭青年会議所

問合せ：TEL（0867）42-4453

　　　 （真庭青年会議所事務局）

後 援：真庭市・真庭市議会

　

真
庭
市
議
会
定
例
会
及
び
臨
時
会
は
、
真
庭
い
き

い
き
テ
レ
ビ「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
の
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
１
２
２

チ
ャ
ン
ネ
ル
）で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
や
各
常
任
委
員
会
で
の
付
託
案

件
の
審
査
は
、録
画
し
て
後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。

（
金
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
水
）

12月定例会の請願・陳情は
11月30日㈭まで

皆さんの
お待ち
しています

高校生議会

月
定
例
会
は
１
日
か
ら

しています

ご意見
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

JC主　　催

供 託 金

▲まにぞう

みとすけ
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河
川
環
境
は
、
市
長
を
は
じ

め
担
当
課
の
職
員
の
皆
さ
ん
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
。
以
下
の
こ
と
を
伺
う
。
旭

川
、
備
中
川
の
対
応
に
つ
い
て
県

と
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
で

き
、
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

最
近
旭
川
に
ア
オ
ミ
ド
ロ
が
異

常
に
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
原
因

と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
真
庭

市
の
発
展
に
は
、
旭
川
、
備
中

川
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ

て
い
る
。
全
て
の
生
命
を
維
持

す
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
水
で
、小
さ
い
頃
か
ら
水

と
戯
れ
て
、
蛍
等
の
水
生
昆
虫
、

魚
を
観
察
す
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
の
思
い
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
、
ま
た
学
校

で
の
取
組
み
を
伺
う
。

　
水
と
い
う
の
は
そ
の
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
の
象
徴
で
、
水
が
汚

い
地
域
は
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に

　

学
校
給
食
に
地
産
地
消
を

推
進
す
る
の
に
難
題
山
積
と
心

配
し
て
い
る
。
市
内
で
も
近
く

の
納
入
先
が
移
転
し
た
り
、
規

模
が
大
き
く
な
る
と
価
格
面
で

小
さ
い
商
店
は
納
入
で
き
な
く

な
っ
て
閉
店
し
た
店
も
あ
る
。

生
産
者
も
商
店
も
子
ど
も
た
ち

も
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
三
方

両
得
に
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
望
む
が
、
学
校
給
食

に
市
内
産
の
野
菜
等
の
納
入
推

進
は
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る

の
か
。

　

何
を
狙
っ
て
い
る
か
と
い
う

と
農
業
の
場
合
、
こ
こ
の
物
を

こ
ち
ら
に
持
っ
て
行
き
加
工
す

る
と
、
そ
の
間
に
付
加
価
値
が

生
ま
れ
、
雇
用
が
生
ま
れ
る
循

環
型
経
済
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
学
校
給
食
は
４
，２
０
０
食

だ
か
ら
全
体
の
野
菜
量
は
少
な

い
が
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い

こ
と
も
含
め
た
農
業
振
興
。
地

元
の
物
を
作
っ
て
い
た
だ
き
食

べ
る
と
い
う
教
育
（
郷
育
）
。
ま

た
、
環
境
と
い
う
で
き
る
だ
け

輸
送
と
い
う
手
段
を
取
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

産
業
観
光
部
と
教
育
委
員
会
が

連
携
し
て
学
校
側
で
使
用
品
目

の
納
入
規
格
を
整
理
し
、
農
業

側
で
は
、
学
校
側
の
求
め
る
品

種
の
栽
培
を
研
究
す
る
こ
と
で

需
要
と
供
給
と
で
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
た
い
。
複
雑
な
難
し
い
問

題
は
あ
る
が
、
関
係
す
る
と
こ

ろ
と
一
緒
に
な
っ
て
農
協
、
農

業
団
体
、
小
売
業
者
と
地
産
地

消
を
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
一

番
ま
と
ま
っ
た
形
が
学
校
給
食

な
の
で
、
生
産
者
も
小
売
も
卸

業
者
も
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で

く
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
は
三
方
両
得
に
な
る

最
近
旭
川
に
ア
オ
ミ

ド
ロ
が
発
生
し
て
い
る

議
員

古

南

源

二

議
員

地元産品が並ぶ道の駅風の家 （蒜山地域）

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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医
療
費
削
減
が
政
府
、
地
域

の
共
通
の
課
題
と
な
り
国
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
は
か
り
、

市
民
を
い
か
に
健

康
づ
く
り
に
誘
引

す
る
か
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
。
市
民
の
健
康

づ
く
り
の
為
の
運

動
や
健
康
診
断
の

受
診
に
対
し
て
特

典
ポ
イ
ン
ト
を
設

け
、
健
康
づ
く
り

に
、
お
得
に
楽
し
く

取
り
組
ん
で
も
ら

う
仕
組
み
が
健
康

ポ
イ
ン
ト
制
度
で

あ
る
。

　

①
元
気
な
真
庭

市
の
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
シ

ル
バ
ー
世
代
の
健

康
増
進
活
動
を
応

援
す
る
こ
と
。
②

真
庭
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
課

題「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
人
は
全

く
し
な
い
」
そ
の
人
達
が
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
契
機
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
③
増
加
が
予
想
さ
れ
る

医
療
・
介
護
の
社
会
保
障
費
を
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
通
じ
て
健
康
度
を

高
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

り
、
社
会
保
障
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。④
真
庭
版

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
市
内
各
地
で
行

わ
れ
、
そ
こ
に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

悪
い
。
ま
さ
に
環
境
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
で
あ
り
、
地
域
イ
メ
ー
ジ

の
象
徴
だ
と
思
っ
て
お
り
、
岡

山
県
の
恥
だ
と
思
う
。
三
大
河

川
が
地
形
上
は
き
れ
い
に
流
れ

な
が
ら
、
毎
年
国
の
水
質
検
査

で
ワ
ー
ス
ト
４
の
中
に
３
つ
と

も
入
る
。
県
は
ど
う
し
て
い
る

ん
だ
と
ず
っ
と
私
の
憤
り
に
近

い
も
の
で
あ
り
、
８
月
の
県
知

事
要
望
に
、
旭
川
の
さ
ら
な
る

水
質
改
善
と
河
川
敷
の
雑
木

等
、
河
川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

を
重
点
項
目

テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
、
市
民
の
元
気

と
健
康
の
一
助
と
な
り
価
値
が

あ
る
。
そ
の
真
庭
版
ラ
ジ
オ
体
操

の
普
及
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
⑤
定
期
検
診
、
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
を
推
進
す
る
力
が
あ

る
。
以
上
、
５
つ
の
真
庭
市
の
課

題
が
、健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
国
の
補
助
事
業
に
も

な
り
、現
在
約
260
の
自
治
体
で
導

入
さ
れ
て
い
る
こ
の
制
度
は
、
取

組
む
自
治
体
の
熱
意
と
企
画
力

が
成
功
の
鍵
と
な
る
。
真
庭
版
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
仕
組
み
を

作
り
、
取
組
む
と
想
定
し
た
場
合

の
障
壁
・
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
私
ど
も
も
総
合
計
画
で
健
康

づ
く
り
を
重
要
な
項
目
に
あ
げ

て
お
り
、
真
庭
市
に
ふ
さ
わ
し

い
形
で
何
か
で
き
な
い
か
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。
課
題
と
し

て
、
過
度
な
財
政
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
真

庭
全
体
で
自
分
の
こ
と
だ
け
で

な
く
地
域
の
為
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
中

で
特
定
の
も
の
に
ポ
イ
ン
ト
と

い
う
の
は
ど
う
な
の
か
、
も
う

少
し
広
く
市
民
的
議
論
も
し
て

研
究
し
て
い
け
ば
と
思
う
。

と
し
て
出
し
、
知

事
と
も
話
を
し
て

い
る
。
も
っ
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を

上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ア
オ
ミ
ド

ロ
の
発
生
原
因
対

策
は
、一
般
的
に
は

水
中
の
栄
養
塩
類

の
量
・
光
・
水
温
・

水
量
も
関
係
す
る

と
言
わ
れ
、
適
度

な
河
川
の
攪か

く
は
ん拌

と

か
、
ち
ょ
っ
と
ぐ

ら
い
水
が
で
な
い

と
ダ
メ
だ
と
の
こ

と
。
現
時
点
で
Ｂ

Ｏ
Ｄ
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
の
値

は
満
た
し
て
い
る
。

発
生
調
査
を
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。
水
と
の
触
れ
合
い
の
大

切
さ
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
、

川
に
触
れ
、
生
き
物
を
知
り
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
大

事
な
こ
と
だ
。
出
前
授
業
を
し

て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
郷
育
の
理
念
で
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
思
う
心
は
身

近
な
環
境
に
関
わ
る
こ
と
で
育

ま
れ
る
。

真
庭
版
健
康
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
仕
組
み
づ

く
り
と
実
施
の
提
案

議
員

柴

田

正

志

議員研修会の様子

清流旭川　左の橋は勝山・中橋

若代地区で行われている朝のラジオ体操

問

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長
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心
肺
停
止
者
の
救
命
に
当

た
っ
て
は
、
心
肺
蘇
生
開
始
ま
で

１
分
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
率
が

約
10
％
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
心
肺
停
止
し
て
か
ら
の
数

分
間
に
お
け
る
迅
速
な
措
置
が

重
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
効
果
的

な
場
所
へ
配
備
し
、
有
効
に
活
用

　

来
年
４
月
に
閉
校
と
な
る
北

房
地
域
の
４
小
学
校
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
い
ま
だ
利
活
用
の
め

す
れ
ば
、
救
え
る
命
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
本
市
で
も
、
公
共
施
設
な

ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
進
ん
で
い

る
が
、
夜
間
及
び
休
日
は
施
設
が

施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
市
内
の
24

時
間
営
業
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
御
協
力
を
い
た

だ
い
て
、
本
市
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し

出
し
設
置
を
行
い
、
救
命
を
目
的

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
事
業
を

創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
御
所
見
を
伺
う
。

　
昨
年
に
設
置
を
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
働
き
か
け
を
し
た
。
日

ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
北
房
地
域

の
大
谷
１
号
墳
や
定
古
墳
群
は

２
０
０
８
年
に
国
の
史
跡
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、
出
土
品
の
一

部
に
は
、
岡
山
県
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
る
金こ

ん
ど
う
そ
う
そ
う

銅
装
双
龍

り
ゅ
う

環か
ん
と
う頭

大た

ち刀
や
多
数
の
金
の
装
飾
品
が

あ
る
。
文
化
財
を
き
ち
ん
と
管

理
さ
れ
た
環
境
で
保
存
し
、
次

世
代
へ
伝
え
残
し
て
い
く
こ
と

は
、
現
世
代
の
責
務
で
あ
る
こ

と
。
郷
育
の
推
進
を
図
り
、
郷

土
愛
を
育
む
た
め
に

は
、
郷
土
の
歴
史
文

化
を
理
解
す
る
た
め

の
施
設
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。新
た
な
用
地

を
求
め
る
こ
と
な
く
、

古
墳
群
に
近
く
、
最

適
地
に
設
置
可
能
で

あ
る
こ
と
等
を
理
由

と
し
て
中
津
井
小
学

校
跡
地
に
歴
史
民
俗

資
料
館
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が

市
長
、
教
育
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
優
先
順
位
と
し

て
、
中
央
図
書
館
を

建
築
中
で
あ
る
。
市

立
図
書
館
の
整
備
に

本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協

会
の
規
定
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
費

用
は
行
政
側
が
負
担
す
る
場
合

に
し
か
設
置
で
き
な
い
。
日
本

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会

に
、
全
国
市
長
会
と
相
談
し
、
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
伺
う
。

外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
考

え
、
観
光
地
へ
の
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
を

し
て
は
い
か
が
か
。

　
真
庭
市
と
し
て
は
28
年
度
か

ら
市
の
管
理
す
る
観
光
施
設
に

観
光
庁
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ
―

Ｆ

ｉ
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
続
で
き
る

無
料
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｗ
ａ

　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。「
観
光
回
廊

真
庭
」
誘
客
協
議
会
を
通
じ
て
、

Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｗ
ａ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ

ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
設
置
を
呼
び
か
け
て

い
る
。Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は

大
事
で
あ
り
、
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

24
時
間
営
業
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

博
物
館
の
設
置
は

も
う
少
し
時
期
を

ず
ら
し
て
い
く

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備

議
員

妹

尾

智

之

議
員

小

田

康

文

真庭消防署でのAEDを用いた訓練風景

閉校後に歴史博物館としての利活用が望まれる中津井小学校

問

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

16

一般質問一般質問

1616



　

観
光
は
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
す
る
。
旅
行
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
産
業
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

産
業
、
土
産
物
品
産
業
、
旅
行

関
連
産
業
等
、
幅
広
い
分
野
を

通
じ
て
産
業
や
雇
用
創
出
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
。
真
庭
市

は
観
光
入
込
客
数
の
目
標
を
年

間
500
万
人
と
し
て
い
る
が
、
県

南
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
蒜

山
高
原
は
年
々
減
少
。
市
内
観

光
地
も
同
様
な
傾
向
。
原
因
と

し
て
は
、
今
ま
で
の
業
者
意
向

に
沿
っ
た
観
光
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

転
換
し
な
い
と
こ
の
傾
向
は
改

善
し
な
い
。
観
光
客
が
必
要
と

す
る
も
の
、
市
に
求
め
ら
れ
る

観
光
の
魅
力
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
。
①
市
内
に
は
多
く
の
自

然
景
観
、
歴
史
や
文
化
、
郷
土

食
、
各
種
施
設
な
ど
、
内
か
ら
見

れ
ば
魅
力
的
と
思
わ
れ
る
資
源

　

気
候
変
動
に
よ
っ
て
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
突
入
し
た
と
言
わ
れ

る
防
災
対
策
。
甚
大
な
被
害
を
だ

し
た
九
州
北
部
豪
雨
、
関
東
・
東

北
豪
雨
・
広
島
安
佐
区
な
ど
地
球

温
暖
化
の
視
点
か
ら
、
降
水
量
の

増
大
、
集
中
化
、
台
風
の
巨
大
化
、

最
高
瞬
間
風
速
の
記
録
更
新
、
竜

巻
頻
度
の
増
加
な
ど
、
気
象
条

件
の
変
化
に
対
応
し
た
防
災
、
減

災
の
有
り
方
が
求
め
ら
れ
る
。
砂

防
、
防
災
施
設
な
ど
、
老
朽
化
、

劣
化
が
懸
念
さ
れ
る
既
施
設
の

機
能
強
化
や
危
険
箇
所
の
洗
い

出
し
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
の
計
画

と
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、国
、

地
方
公
共
団
体
、
公
益
事
業
者
が

連
携
し
て
対
応
す
る
関
係
者
一
体

型
行
動
計
画
の
策
定
が
重
要
だ
。

策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
砂
防
・
治
山
施
設
の
整
備
は
、

県
の
権
限
と
責
任
だ
と
い
う
だ

が
散
在
し
て
い
る
が
、
合
併
以

来
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
か
、
戦
略

的
投
資
を
し
て
き
た
か
、
新
た

な
観
光
開
発
が
で
き
た
か
②
市

の
観
光
の
魅
力
は
、
人
と
自
然

に
尽
き
る
。
人
で
言
え
ば
、当
た

り
前
の
日
常
が
、
訪
れ
る
人
に

は
非
日
常
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

自
然
で
は
、
蒜
山
高
原
を
代
表

と
し
て
自
然
景
観
は
誇
る
べ
き

大
き
な
魅
力
。
市
内
に
は
自
然

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
施
設
が
あ
る
。

自
然
を
楽
し
む
観

光
客
が
来
訪
し
て

い
た
だ
け
る
循
環

が
長
い
目
で
見
れ

ば
持
続
可
能
な
観

光
で
あ
る
。
観
光
客

増
加
や
地
域
活
性

化
に
も
連
動
す
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
べ
き
。

　
広
大
な
真
庭
市

の
中
に
自
然
の
豊
か

さ
、
景
観
の
す
ば
ら

し
さ
、
歴
史
文
化
な

ど
多
様
な
地
域
資

源
も
あ
る
。
広
域
に

本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協

会
の
規
定
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
費

用
は
行
政
側
が
負
担
す
る
場
合

に
し
か
設
置
で
き
な
い
。
日
本

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会

に
、
全
国
市
長
会
と
相
談
し
、
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
伺
う
。

外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
考

え
、
観
光
地
へ
の
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
を

し
て
は
い
か
が
か
。

　
真
庭
市
と
し
て
は
28
年
度
か

ら
市
の
管
理
す
る
観
光
施
設
に

観
光
庁
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ
―

Ｆ

ｉ
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
続
で
き
る

無
料
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｗ
ａ

　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
設

置
を
進
め
て
い
る
。「
観
光
回
廊

真
庭
」
誘
客
協
議
会
を
通
じ
て
、

Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｗ
ａ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ

ｉ
―

Ｆ
ｉ
の
設
置
を
呼
び
か
け
て

い
る
。Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は

大
事
で
あ
り
、
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

な
っ
て
、
こ
れ
を
い
か
に
連
携
し

結
び
つ
け
、
よ
り
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
の
か
が
大
変
重
要
。

も
っ
と
掘
り
出
し
て
い
け
ば
、
可

能
性
を
探
っ
て
い
け
ば
、
そ
れ
か

ら
資
源
と
い
う
の
は
あ
る
意
味

で
は
創
る
も
の
だ
か
ら
、
創
っ
て

い
け
ば
相
当
の
こ
と
が
や
れ
る

と
思
う
。
い
ろ
ん
な
方
の
御
意
見

い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
を

出
す
、
作
り
出
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

全
市
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
も
う
少
し
真
庭
が
一
体

的
に
な
る
中
で
、
ど
う
い
う
場

所
に
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
博

物
館
を
設
置
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
。
時
代
の
流
れ

と
か
時
間
の
流
れ
と
か
の
中
で

市
民
意
識
の
熟
成
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
が
郷
土
の
歴
史
や
文

化
を
学
び
、
知
り
、
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
育
て
る
こ
と
は
郷

育
の
中
心
理
念
で
あ
る
。
郷
育

を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
素
材

と
な
る
歴
史
民
俗
資
料
は
市
内

各
地
の
展
示
収
蔵
施
設
に
分
け

て
収
蔵
し
て
あ
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
資
料
を
ま
と
め

て
収
蔵
し
、
あ
わ
せ
て
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
展
示
や
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
資
料

を
広
く
公
開
す
る
機
能
的
な

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、歴
史
民
俗
資
料
館

等
の
博
物
館
の
設
置
は
、
真
庭

市
全
域
に
係
る
集
約
的
な
施
設

と
な
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
今

後
市
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら

類
似
施
設
の
統
合
や
市
全
域
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
慎
重
か
つ

総
合
的
に
検
討
す
る
。

観
光
客
増
加
へ

戦
略
的
投
資
と

新
た
な
観
光
開
発
を

市
民
の
命
守
る
行
動

計
画
、
一
体
型
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
策
定
を

議
員

岩

本

壯

八

議
員

岡

﨑

陽

輔

議員研修会の様子

雄大な自然を体感　蒜山高原

次
ペ
ー
ジ
へ

問

問答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長
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幼
児
学
童
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
、
重
症

化
の
予
防
に
有
効
と

言
わ
れ
て
い
る
。
真

庭
市
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
料

金
は
３
，
５
５
５
円

で
、
自
己
負
担
額
が

２
，
３
０
０
円
、
公

費
１
，
２
５
５
円
で

あ
る
。
幼
児
学
童
は
、

２
回
接
種
が
原
則
で

あ
る
た
め
経
済
的
負

担
が
あ
る
。
予
防
接

種
を
推
奨
す
る
た
め

に
公
費
の
見
直
し
に

つ
い
て
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、
任
意

接
種
で
は
あ
る
が
感

染
症
の
蔓
延
と
重
症
化
を
防
止

す
る
上
で
は
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
前
向
き
に
費
用
負

担
の
軽
減
を
検
討
す
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、保
護

者
が
運
営
主
体
で
あ
る
が
、支
援

員
の
確
保
に
大
変
苦
慮
し
て
い

る
。放
課
後
児
童
支
援
員
の
役
割

は
、
子
ど
も
達
の
発
達
段
階
を
考

慮
し
て
育
成
支
援
に
当
た
る
と

同
時
に
保
護
者
や
学
校
と
の
連

携
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
子
育
て

支
援
員
の
登
録
制
度
の
導
入
と
、

運
営
協
議
会
の
設
置
を
提
案
し
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
支
援
員
の
登
録
制
度
は
、
支

援
員
確
保
の
た
め
の
有
効
な
方

法
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
名
簿

の
共
有
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
が
あ
る
な
ど
様
々

な
意
見
も
あ
る
。
学
童
保
育
連

絡
協
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

　
現
在
真
庭
市
全
体
で
104
名
の

子
育
て
支
援
員
が
お
ら
れ
る
。

支
援
員
は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
悩

み
な
が
ら
確
保
し
て
い
る
の
が

実
情
と
思
う
。
新
た
な
子
育
て

支
援
員
に
つ
い
て
、
公
募
と
い

う
形
で
募
っ
て
安
全
で
安
心
な

ク
ラ
ブ
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

け
で
な
く
、
市
と
し
て
も
危
険
箇

所
を
把
握
し
、
地
元
要
望
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
整
備
に
つ

い
て
県
に
働
き
か
け
る
。
今
年
度

を
目
途
に
、
現
在
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
、
単
独
の
も
の
を
関
係
者
一

体
型
の
も
の
に
な
る
よ
う
に
改

良
し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
、

生
命
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
住
民

税
特
別
徴
収

課
税
通
知
書

が
郵
送
さ
れ

た
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
、
個

人
情
報
の
保

護
の
観
点
か

ら
、
個
人
番
号

を
記
載
し
な

い
判
断
を
し

た
自
治
体
も

多
く
あ
る
。
日

本
弁
護
士
連

合
会
は
、
４

月
、
個
人
番
号
記
載
欄
を
除
却

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を

出
し
、
見
直
し
を
国
に
勧
告
し

て
い
る
。真
庭
市
と
し
て
番
号
記

載
を
見
直
す
べ
き
だ
。

　
特
定
の
個
人
の
収
入
を
一
元

的
に
把
握
す
る
の
は
当
た
り
前

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
出

来
た
事
に
よ
っ
て
正
確
、
迅
速

な
課
税
事
務
が
出
来
る
の
で
見

直
す
考
え
は
な
い
。
ご
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
な
る
べ
く

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
再

度
、
事
務
の
見
直
し
は
す
る
。

幼
児
・
学
童
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
負
担
の
検
討

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
支
援
員
の

登
録
制
度
を
提
案

議
員

大

月

説

子

地震で大きな被害を受けた熊本城　再建まで20年かかる

放課後児童クラブ美川っ子

前
ペ
ー
ジ
か
ら

課
税
通
知
書
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

は
見
直
す
べ
き
だ

問

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
稲
田
健
康
福
祉
部
長
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国
は
働
き
方
改
革
の
基
本
的

考
え
で
、
非
正
規
労
働
者
が
頑

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
身
体

障
が
い
者
福
祉
協
会
、
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
、
遺
族
会
連
合
会

の
福
祉
団
体
に
対
す
る
団
体
事

務
負
担
金
を
、
真
庭
市
社
会
福

祉
協
議
会
助
成
の
適
正
化
に
関

す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
０
円

と
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

私
は
各
福
祉
団
体
と
の
協
議

が
十
分
に
で
き
て
い

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

十
分
な
相
互
理
解
の

も
と
に
適
切
な
援
助

を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

現
段
階
で
４
福
祉
団

体
と
の
協
議
と
理
解

は
十
分
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
か
。

４
福
祉
団
体
と
の
相

互
理
解
が
不
十
分
で

あ
る
場
合
で
も
事
務

負
担
金
は
平
成
30
年

度
に
お
い
て
廃
止
す

る
の
か
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
し

て
も
高
齢
の
方
々
が

意
欲
を
も
っ
て
生
き

て
い
く
、
そ
し
て
連

携
し
て
い
く
と
い
う

非
常
に
重
要
な
団

張
ろ
う
と
い
う
意
欲
を
な
く
す

事
が
課
題
と
指
摘
。
真
庭
市
も

定
数
削
減
、
少
数
精
鋭
に
努
め

て
き
た
。
多
く
の
職
種
に
お
い

て
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

や
臨
時
職
員
が
働
い
て
い
る
が
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
「
良
質

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
」の
提
供
を
確

保
す
る
に
は
、非
正
規
職
員
の
処

遇
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。
非

正
規
職
員
の
職
種
及

び
任
用
数
の
実
態
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

　
非
正
規
問
題
は
大

事
な
問
題
で
あ
り
、結

婚
し
た
く
て
も
で
き

な
い
。
そ
の
こ
と
が
出

生
数
全
体
が
落
ち
て

く
る
こ
と
に
影
響
。
真

庭
市
と
し
て
は
、
で
き

る
限
り
処
遇
改
善
を

し
て
お
り
、
平
成
23

年
度
に
任
期
付
き
職

員
制
度
を
導
入
し
た
。

非
正
規
職
員
の
実
態

は
、
保
育
士
・
幼
稚
園

が
126
人
、
給
食
・
校
務

99
人
、
福
祉
系
41
人

施
設
管
理
ほ
か
164
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
情
報
の
発
信
や
、
真
庭

地
域
へ
の
誘
客
活
動
を
行
な

う
上
で
、
ネ
ッ
ト
活
用
は
重
要

と
考
え
る
。
真
庭
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
関
連
サ
イ
ト
と
の
リ

ン
ク
は
不
可
欠
な
対
応
。
関
連

サ
イ
ト
に
真
庭
市
の
施
設
の

利
用
方
法
や
料
金
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
利
用
条
件
が
制

度
改
正
な
ど
に
よ
り
変
更
さ

れ
た
場
合
、
掲
載
内
容
を
変
更

す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
が
、
変

更
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

　
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
全
体
と
し
て
充
実
し
て
い

る
と
思
う
。
平
成
26
年
度
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
ア
ク
セ
ス

数
も
増
え
て
い
る
。
関
連
サ
イ

ト
も
軒
並
み
増
え
て
い
る
。
関

連
サ
イ
ト
の
運
用
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
責
任
を
持
つ
こ
と
が
当

然
で
あ
る
。
常
に
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
関
連
サ
イ
ト
設
置

者
に
き
ち
っ
と
し
て
い
た
だ

く
以
外
な
い
と
思
う
。

福
祉
団
体
へ
の
事
務

負
担
金
を
30
年
度
に

０
円
と
す
る
の
か

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報

議
員

庄

司

史

郎

議
員

柿

本

健

治

秋晴れの真庭市役所　右下の真庭回廊が美しい

真庭地域老人クラブスポーツ大会　落合総合公園 多目的グラウンド

次
ペ
ー
ジ
へ

問

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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真
庭
市
で
は
、
地
域
に
眠
る
空

き
家
の
情
報
を
募
集
し
、
定
住
・

移
住
希
望
者
た
め
に
、空
き
家
情

報
バ
ン
ク
を
交
流
定
住
推
進
課

に
お
い
て
運
用
し
て
い
る
が
そ

の
状
況
を
伺
う
。
庭
先
に
２
ａ
程

度
の
農
地
付
き
家
屋
の
場
合
は
、

非
農
家
に
売
る
こ
と
は
難
し
い
。

平
成
21
年
12
月
施
行
の
改
正
農

地
法
に
よ
り
、
県
知
事
に
か
わ

り
農
業
委
員
会
で
下
限
面
積
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
美
咲
町
で
は
平
成
27
年

７
月
に
町
内
全
域
30
ａ
の
と
こ

ろ
を
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度

に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
付
き
農

地
に
つ
い
て
１
筆
ご
と
に
指
定

し
て
、
設
定
面
積
を
１
ａ
に
変
更

し
て
、
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
。

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
は
、
定
住

先
選
び
に
は
か
な
り
こ
だ
わ
り

が
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
移
住

者
を
確
保
す
る
こ
と
が
自
治
体

間
の
競
争
と
な
っ
て
い
る
。
真
庭

後
の
卒
業
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
の
状
況
で
あ
る
。
制
度
実
施

か
ら
１
年
が
経
過
し
、
事
業
の

検
証
が
必
要
と
考
え
る
。
①
総

合
事
業
は
、
計
画
通
り
遂
行
さ

て
い
る
の
か
。
問
題
点
は
何
か
。

改
善
点
は
何
か
。
②
今
後
ど
の

様
な
事
業
展
開
が
望
ま
し
い
の

か
。
③
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
を

ど
の
様
に
回
す
の
か
。

　
皆
様
方
の
ご
協
力
で
、
あ
る

程
度
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
た
と

思
う
が
、ご
指
摘
の
問
題
等
多
々

あ
る
。①
６
か
月
利
用
期
間
後
の

地
域
で
の
受
け
皿
が
十
分
整
っ

て
な
い
状
況
が
あ
る
。
現
状
で
ど

こ
に
何
が
問
題
な
の
か
を
行
政
・

事
業
者
・
利
用
者
と
一
緒
に
意
見

を
出
し
合
っ
て
把
握
し
て
い
く
。

②
予
防
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

地
域
の
担
い
手
を
養
成
す
べ
く
、

地
域
に
出
向
い
て
介
護
予
防
の

知
識
と
地
域
で
の
介
護
予
防
活

動
を
普
及
す
る
。
地
域
で
の
楽

し
み
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
取

り
組
む
よ
う
な
活
動
の
条
件
整

備
を
行
う
。
市
民
の
参
加
も
お

願
い
し
、
積
極
的
な
介
護
予
防

に
取
り
組
む
。
③
事
業
者
・
利
用

者
・
行
政
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
中
身
を
検
証
し
、
次
に

進
ん
で
い
き
、
来
年
の
計
画
に
生

か
す
。

　
細
か
い
内
容
は
、
初
め
て
聞

い
た
。
事
業
所
の
苦
し
い
状
況
も

実
感
し
た
。
利
用
者
は
、
身
体

判
定
で
卒
業
に
な
る
が
、
精
神

面
・
心
の
面
で
不
安
に
思
わ
れ
て

い
る
か
と
思
う
。趣
味
や
生
産
活

動
な
ど
福
祉
以
外
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
今
一
度
総
括
し

て
方
針
を
出
す
。

　

市
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
を
一
年
前
倒
し

で
実
施
さ
れ
た
。
内
容
は
、
元

気
は
つ
ら
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
お
助
け
訪
問

事
業
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
市
の
単
独
実

施
で
あ
る
。
報
道

機
関
の
全
国
調
査

で
は
、
軽
度
介
護
に

苦
慮
と
の
回
答
が

45
％
を
占
め
た
。
事

業
所
側
の
最
大
苦

慮
要
因
は
、
人
材

確
保
・
送
迎
手
段
の

確
保
と
採
算
性
の

低
さ
か
ら
、
撤
退
な

ど
の
混
乱
も
起
き

て
い
る
。
私
の
独
自

調
査
で
は
、
利
用
人

数
も
極
端
に
減
少

傾
向
の
実
態
が
あ

る
。
ま
た
利
用
者
側

で
は
、
６
か
月
利
用

体
で
あ
る
。
団
体
と
し
て
自
主

的
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
し
か
し
、
様
々
な
要
件
で

そ
れ
だ
け
で
は
で
き
な
い
、
行

政
も
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
、
補
助
金
を
交

付
し
て
き
た
し
、
今
後
も
そ
の

位
置
づ
け
で
補
助
金
を
出
し
て

い
く
。
身
体
障
が
い
者
福
祉
協

会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
遺

族
会
連
合
会
に
し
て
も
同
じ
で

あ
る
。
30
年
度
に
理
解
が
不
十

分
で
も
廃
止
す
る
の
か
、
そ
う

い
う
こ
と
は
し
な
い
。
真
庭
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
と
関
係
団

体
と
相
互
理
解
の
も
と
に
進
め

て
い
き
た
い
。
何
年
度
と
か
い

う
目
標
も
い
る
。
そ
れ
で
も
、

そ
れ
が
で
き
な
い
段
階
で
、
そ

れ
を
ぱ
っ
と
打
ち
切
る
よ
う
な

こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
。
す
る

気
は
な
い
。
現
段
階
に
お
い
て

協
議
と
理
解
は
十
分
で
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
３
者
で
十
分
話

し
合
い
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
も
本
来
の
目
的
、
課
題
も

持
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
よ
り
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
団
体
に

な
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
も
支
援

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
も
そ
う

い
う
こ
と
で
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の

検
証
と
計
画
を
問
う

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

の
運
用
状
況
と
、
下

限
面
積
の
見
直
し
を

議
員

原

　

秀

樹

議
員

谷

本

彰

良

げんき☆輝きエクササイズの様子 （田羽根地区）

前
ペ
ー
ジ
か
ら

問

問

答
太
田
市
長

答
稲
田
健
康
福
祉
部
長
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平
成
25
年
度
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
真
庭
市
の
空

き
家
は
３
，
８
３
０
戸
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
給
水
対
象
区
域
で
の

空
家
は
３
，
１
４
５
戸
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
市
内
に
あ
る
空
き
家
に
つ

市
も
、
こ
の
競
争
に
出
お
く
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
早
急
な
対

応
を
求
め
る
。

　

交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
を
窓
口

と
し
て
運
用
。
平
成
29
年
７
月

末
現
在
で
申
請
92
件
の
う
ち
67

い
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。
国
に
お
い
て
、
平
成
27

年
２
月
26
日
に
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
特
別
措
置

法
で
は
、
各
自
治
体
で
危
険
な
空

き
家
を
強
制
撤
去
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
法
律
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
空
家

対
策
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

る
。平
成
28
年
度
に
は
空
き
家
対

策
計
画
の
策
定
委
員
会
を
で
き

れ
ば
立
ち
上
げ
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
現
状
が
ど
う
な
の

か
伺
い
た
い
。

　
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
や
水
道
検
針

デ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ

り
包
括
的
に
推
定
し

て
把
握
し
て
い
る
状

態
で
、
リ
ア
ル
に
市

全
域
の
空
き
家
の
実

態
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
空
き
家
実
態

調
査
を
早
急
に
実
施

し
た
い
。
こ
の
対
応

を
考
え
る
に
は
専
門

家
も
必
要
だ
が
、
そ

の
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
含

め
た
市
民
の
意
見
も
大
切
な
の

で
、
そ
う
い
う
方
か
ら
な
る
空
き

家
対
策
計
画
を
つ
く
る
策
定
委

員
会
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

　

真
庭
市
で
は
、
使
用
済
み
の

消
防
車
両
は
平
成
16
年
８
月
24

日
付
で
消
防
庁
消
防
課
長
か
ら

消
防
車
両
等
の
適
切
な
管
理
及

び
処
分
に
つ
い
て
の
通
達
で
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
に
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
近
隣
他
市
に
お
い
て
は

車
体
の
名
称
表
示
を
消
去
し
て

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
て
い
る
。

今
後
使
用
済
み
の
消
防
車
両
及

び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
か
け
る
べ
き
と
思
う

が
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
不
要
と
な
っ
た
消
防
車
両
や

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
処
分
確
か

に
こ
れ
も
抜
け
て
い
た
。
消
防
庁

か
ら
の
通
達
の
ま
ま
に
不
要
と

な
っ
た
消
防
車
両
は
ス
ク
ラ
ッ

プ
処
理
し
て
き
た
。
今
後
は
当

然
公
売
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

件
が
登
録
さ
れ
、
売
買
で
17
件
、

賃
貸
で
10
件
の
契
約
が
成
立
。

ま
た
、
宅
建
協
会
が
運
営
す
る

不
動
産
の
検
索
サ
イ
ト
「
す
ま

い
る
岡
山
」
を
合
わ
せ
る
と
、
市

内
で
売
買
・
賃
貸
が
可
能
な
中

古
の
物
件
は
122
件
と
な
る
。こ
の

中
に
は
庭
先
で
農
作
物
を
栽
培

す
る
こ
と
が
可
能
な
物

件
も
あ
る
。

　

農
地
取
得
の
下
限
面

積
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

真
庭
市
の
下
限
面
積
は
地

区
、
旧
の
大
字
ご
と
に
10

ａ
か
ら
50
ａ
ま
で
の
範
囲

で
あ
り
、
権
限
は
農
業
委

員
会
に
あ
る
。
一
律
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
の
登
録
を

す
る
と
、
下
限
面
積
を
10

ア
ー
ル
未
満
ま
で
引
き
下

げ
る
制
度
は
、
現
実
に
は

難
し
い
。
現
在
、
県
内
で

10
ａ
未
満
に
下
限
面
積
を

下
げ
て
い
る
の
は
高
梁
市

と
美
咲
町
の
み
。
美
咲
町

で
は
10
件
以
上
の
実
績
が

あ
り
、
移
住
者
の
受
け
入

れ
に
は
か
な
り
効
果
が
あ

る
。
美
咲
町
や
他
県
の
事

例
を
調
査
・
検
討
し
農
業

委
員
会
に
速
や
か
に
提
案

し
て
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

不
要
に
な
っ
た
消
防

車
両
や
小
型
動
力
ポ

ン
プ
は
公
売
す
る

空
き
家
対
策
計
画
の
策
定
委
員
会
を
設
置

議
員

竹

原

茂

三

美咲町の空き家等情報バンク

消防写生大会 幼年の部 岡山県知事賞 飛峪未来さんの作品（美川こども園）

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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夏の蒜山高原　ひるぜんジャージーランド

死亡事故ゼロを願う岡山県音楽隊

　

10
月
７
日
、
８
日

の
２
日
間
、
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
で
全
国

各
地
か
ら
約
500
人
が

集
ま
り
、
全
国
薬
草

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

薬
草
料
理
交
流
会
、

薬
草
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。一
昨
年
の
水

源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
続
い
て
の
全
国

大
会
で
す
。

　文教厚生常任委員会の先進地視察を 10月２～

３日に行いました。栃木県足利市で障がい者就労

の取り組み、東京都武蔵野市で地域包括ケアシス

テムの現状を調査しました。

（下の写真は足利市の障害者支援施設こころみ学園）

　９月21日、市役所前で秋の交通安全広報パレー

ド出発式がありました。昨年の県内の交通事故死

亡者79人、今年真庭市はすでに3人が死亡…。何度

となく挨拶に出てきた数字です。交通事故で命を

落とすということ、ちょっと考えてみましょう。

（下の写真は死亡事故ゼロを願う岡山県警音楽隊）

　総務常任委員会の先進地視察を 10月５～６日

に行いました。広島県三原市で防災無線、香川県

丸亀市で自主防災会の現状を調査しました。

（上の写真は防災大賞の丸亀市川西地区自主防災会）

　９月１日、久世幼稚園が保育機能を整えて久世

こども園へと変わりました。これは、保育需要が

増加している久世地域について保育ニーズに対

応し、３歳から５歳児の就学前教育を充実させる

ためです。（上の写真は第１回運動会から）

　日本海・瀬戸内海・太平洋をつなぐ高速道路の

沿線のまちが集う「海の市・山の市」が9月24日、蒜

山高原三木ヶ原で行われ４万３千人の人出で賑

わいました。今回で 22回目の開催で、ジャージー

乳製品など蒜山の特産品をふるさと名物として指

定する「ふるさと名物応援宣言」が行われました。

（上の写真は毎回大人気の高知のかつおのたたき）

文教厚生委が足利市・武蔵野市へ視察

死亡事故を考えてみましょう

総務委が三原市・丸亀市へ視察

久世こども園が開園

海の市・山の市へ30市町村

全
国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロビーの薬草ブースから
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来
年
１
月
の
議
会
報
告
会
＋
市
民

と
語
る
会
開
催
に
向
け
て
、
９
月
22
日
、

班
長
副
班
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
で
市
内
24
小
学
校
区
の
会

場
を
訪
問
す
る
。
報
告
の
内
容
は
12
月

議
会
定
例
会
で
最

も
議
論
に
な
っ
た

話
題
と
す
る
。
テ
ー

マ
は「
地
域
の
課
題

を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
語
ろ
う
」
と
す
る

こ
と
な
ど
を
決
め

て
い
ま
す
。

　ICT作業部会（部会長：小田康文、部会員：岩本

壯八、妹尾智之、谷本彰良）が３自治体の先進地

視察や、調査研究を重ねてきたタブレット端末

を活用した議会運営と議会ホームページの充実

について、方向性を示した調査報告書を議会運

営委員会に提出しました。今後、議会運営委員会

や全員協議会において、さらに議論を重ね、導入

に向けて検討を進めます ICT…Information and 

Communication Technology、情報通信技術の略。

　８月30日午前、市役所４階で龍谷大学教授・土

山希美枝氏を講師に迎え、「質問力を高める 議

会力にいかす」と題した講演を、午後からは一般

質問のあり方について付箋
せん

紙を活用したワーク

ショップを開催しました。

　午前の講演は太田市長・吉永副市長ら執行部19

人も聴講しました。先生の著者に「質問力でつくる

政策議会」等がある。（上の写真はワークショップ）

　総務常任委員会は８月21日、市

内自主防災組織９団体11人と防

災の取り組みについて意見交換

会を開催しました。議会活性化策

のひとつで、出された貴重な意見

をとりまとめ、11月7日の政策討

論会へ提案します。

　産業建設常任委員会は７月26

日、観光関係団体９人と、滞在型

観光の促進などについて、意見

交換会を開催しました。議会活

性化策のひとつで、出された貴

重な意見をとりまとめ、11月7日

の政策討論会へ提案します。

　８月21日、文教厚生常任委員会

は自立支援協議会の関係者11人

と、障がい者の就労支援について

意見交換会を開催しました。議会

活性化策のひとつで、出された貴

重な意見を11月7日の政策討論会

へ提案します。

タブレット導入へ動きだす

質問力を高める研修会 議
会
報
告
会
に
向
け
て

正
副
班
長
会

安心安全なまちづくり

自立支援協議会と会談

2017年 議会改革 新たなステージへ

これからの真庭の観光

議会の

き動
９月10月編 大津市議会

23

議会の動き議会の動き 議会の動き

2017年 議会改革 新たなステージへ23



地域の課題を

真庭市議会報告会 + 市民と語る会
語ろうざっくばらんに
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どの会場でも

参加できます

赤が班長　緑が副班長

平成30年

１月26日（金）午後７時～
会　場：
 
出席者：
（１班）

会　場：
 
出席者：

北房文化センター

柿本健治　福井荘助
柴田正志　庄司史郎
妹尾智之　原　秀樹

（２班）

会　場：
 
出席者：

関コミュニティハウス
　
古南源二　中元唯資
緒形　尚　河部辰夫
谷本彰良　築澤敏夫

（３班）

会　場：
 
出席者：

月田公民館

竹原茂三　氏平篤正
岩本壯八　大月説子
岡﨑陽輔　長尾　修

（４班）

平成30年

１月27日（土）午後７時～
会　場：
 
出席者：

勝山文化センター

同左
（１班）

会　場：
 
出席者：

古見ふれあいの館

柿本健治　福井荘助
柴田正志　庄司史郎
妹尾智之　原　秀樹

（２班）

会　場：
 
出席者：

川上コミュニティセンター

同左
（３班）

会　場：
 
出席者：

鹿田公民館

竹原茂三　氏平篤正
岩本壯八　大月説子
岡﨑陽輔　長尾　修

（４班）

平成30年

１月28日（日）午後２時～
会　場：
 
出席者：
（１班）

会　場：
 
出席者：

富原公民館
　
同左

（２班）

会　場：
 
出席者：

高仙の里よの
            なつつばき
古南源二　中元唯資
緒形　尚　河部辰夫
谷本彰良　築澤敏夫

（３班）

会　場：
 
出席者：

蒜山振興局

同左
（４班）
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）の
政
務
活
動

費
が
年
度
初
め
の
４
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末
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算
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す
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支
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す

が
、飲
食
費
は
認
め
ら
れ
て
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50号だから
高校生50人に
聞きました

50号企画

議員に
なったら
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なったら
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真庭市議会 政務活動費 検 索

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
れ
ま
す
。
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